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回答者によると、オープンソースの生
成AIは、プロプライエタリなソリュー
ションよりも、コラボレーション、
イノベーション、統合の容易さ
をサポートする上で優れていると考え
られています。 

オープンソースの生成AIは、
回答者の��％がデータの
管理と透明性の向上に
つながると回答しています。

オープン性は重要。
回答者の��%は、

自社が使用または開発している
生成AIシステムのオープン性に

非常に、または中程度の
懸念を抱いています。

生成AI技術の
スケーラビリティと精度に

関しては、プロプライエタリと
オープンソースのソリューションが

同じように回答者に
好まれています。

回答者のほぼ全員（��％）
によると、中立性は
生成AIガバナンスの
重要な側面です。

生成AIの長期的な
持続可能性については、
プロプライエタリな
ソリューション（��％）よりも
オープンソースの
ソリューション（��％）が
好まれます。

調査対象となった企業の大半は、
自社のニーズに合わせて

カスタマイズし、
既存の製品に組み込んだり、

生成AIを中心とした
新製品を開発する意向です。

一般的に、調査対象となった
組織の��％が
オープンソースの
生成AIテクノロジーを好む
のに対し、プロプライエタリなソリ
ューションを好むのは�％でした。

セキュリティは、組織が生成
AI関連プロジェクトの導入を計
画していない主な理由ですが、プ
ロプライエタリなソリューション
がオープンなものよりも安全だ
とは考えられていません。

調査対象となった企業の
過半数（��%）が
生成AIへの大規模な
投資を計画しており、
IT予算の大部分をこのテクノ
ロジーに割り当てています。

ジェネレーティブAI
（生成AI）は企業にとって

重要な要素であり、回答者の
��％の組織がプロダクション
コンテキストで使用しています。

生成AIは将来計画の
重要な要素。

調査対象企業の��％が、
将来にとって非常に重要、または

中程度に重要であると
感じています。
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序文
GPT-3 が 2020 年 5 月に登場したとき、人工知能の世界は一変しました。言語
モデリング研究の革命として始まった GPT-3 は、画像生成、タンパク質合成、
ビデオ編集などにまで広がりました。

残念ながら、これらの革命は世界全体からほとんど知られていませんでした。
GPT-3 以降の 2 年間にリリースされた 34 の言語モデルのうち、オープンソース 
ライセンスの下でその成果が公開されたのはわずか 8 つだけで、前世代のクロー
ズド モデル（GPT-2）よりも強力なモデルの学習に成功した非営利団体や学術
機関は、世界でわずか 3 つだけでした。

しかし 2023 年、この傾向にターニング ポイントが訪れました。オープンソース
AI モデルのリリースがかつてないほど急増し、30 もの新しいベース モデルがオー
プンソース ライセンスの下で利用可能になりました。この変化は、単に量だけで
なく、これらのモデルの質と多様性においても顕著であり、15 の言語で学習され、
4 大陸にまたがる 13 の異なる国から提供されました。オープンソース AI の爆発
的な普及は、最先端技術へのアクセスを民主化し、より幅広い研究者、開発者、
組織がこれらの進歩に貢献し、その恩恵を受けることを可能にしました。

オープンソース AI へのコミットメントは、単に寛容にライセンスされたウェイト
へのコミットメント以上のものです。オープンソース ムーブメントの中核をなす、
コンピューター システムの使用、変更、研究、共有の自由は、とりわけ、大量
のコンピューティング リソースへのアクセス、トレーニングを実行するための高
度に最適化された HPC ライブラリ、再現可能で透明性の高い評価フレームワー
ク、および寛容にライセンスされた大規模なトレーニング コーパスを必要としま
す。GPT-NeoX、OpenCLIP、トレーニング ライブラリは、それぞれの作成者を
超えて広く使用され、言語モデル評価ハーネスや Open LLM Leaderboards の

ような評価フレームワークは、これらのモデルを作成し研究するための最先端
のツールへの前例のないアクセスを提供しています。それでもなお、健全で繁栄
するオープンソース AI エコシステムには、生成 AI システムの技術的および物質
的な生産手段の両方へのアクセスを向上させる幅広いコミットメントが不可欠で
す。

世界は、最近の AI 技術の革命から多くのものを得ることができますが、失うも
のも多くあります。社会、法制度、規制当局がこのテクノロジーに取り組む中で、
オープンソース コミュニティが、暗号化などのテクノロジーへのアクセスを広く
確保した私たちの歴史的な成功に基づき、AI が一握りの企業によって事実上独
占されることのない世界を構築することが不可欠です。経済的・社会的自由が
一部のテクノロジー企業の気まぐれで左右されるのではなく、人々が自分の望む
ものを、望む方法で、自分の価値観に従ってコンピューティングする力を持ち続
けることが不可欠なのです。

2024 年、私はこのテクノロジーが引き続き民主化されることを楽しみにしてい
ます。これまで生成 AI システムをトレーニングしたことのない国々でトレーニン
グされた新しいモデルや、作成者の言語を話し、彼らの価値観を反映したモデ
ルを見ることを楽しみにしています。私は、大企業にとって都合の良いものを超
えた、責任ある AI の幅広い概念に期待しています。そして、皆さんと一緒にこ
のすべてを作り上げていくことを楽しみにしています。

STELLA BIDERMAN 

EXECUTIVE DIRECTOR, ELEUTHERAI
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はじめに
一般的に GenAI と呼ばれる生成 AI（Generative AI）は、技術革命の最前線に
立ち、膨大な量のデータを合成して新たなアウトプットを生成することで、様々
な分野を大きく変えます。複雑なアートワークの作成や作曲から、新しい医薬
化合物の設計やリアルな人間の言語のシミュレーションに至るまで、生成 AI の
潜在的なアプリケーションは膨大であり、変革をもたらします。生成 AI は間違
いなく、興奮と精査の両方の焦点となっています。

透明性、コラボレーション、共有イノベーションの原則に根ざしたオープンソー
ス アプローチは、生成 AI 技術の進歩のための変革の可能性を秘めています。
AI アルゴリズムとデータセットへのアクセスを民主化することで、オープンソー
ス イニシアティブは、広く多様な開発者が生成 AI システムに貢献し、改良し、
批評することを可能にします。この集合知は、イノベーションのペースを加速させ、
クローズドな開発環境では気づかれない可能性のあるバイアスや脆弱性を発見
し、修正します。

生成 AI のビジネス業務への統合が勢いを増すにつれ、その複雑さとオープン
ソースとの関係を理解することが最も重要になります。オープンソースの生成 AI
が市場にどのような影響を与えるかを理解するために、LF AI & Data は Linux 
Foundation Research と提携して世界的な調査を開始しました。本レポートは、
企業における生成 AI の現状と生成 AI のオープン性に特に焦点を当て、この調
査結果の詳細な調査を提供します。包括的な分析を通じて、私たちは洞察を提
供し、ベストプラクティスをハイライトし、このエキサイティングなフロンティア
における持続可能で倫理的、革新的な開発を確保するための道筋を描くことを
目指しています。

この論文で使用する用語を明確にするために、生成 AI を、ある入力に基づい
て新しいコンテンツを作成できる AI の種類を表す広範なカテゴリーと定義しま
す。生成 AI ツールは、大規模言語モデル（LLM）のような基礎となる AI モデル
上に構築されます。LLM は、テキストに特化した生成 AI のサブセットです。こ
の調査では、モデルに限らず、データベース、アプリケーション、フレームワー
クを含むオープンソースの生成 AI 技術を取り上げました。この論文の執筆時点

では、オープンソース イニシアティブ（OSI）はまだオープンソース AI の定義を
リリースしていませんが、ドラフト 0.0.3 バージョンが利用可能であり、オープン
ソース AI システムを定義するために 4 つの自由を使用しています。

•	 システムがどのように機能するかを学習し、そのコンポーネントを検査す
る。

•	 どのような目的であっても、許可を得ることなくシステムを使用する。

•	 システムを改変して、推奨、予測、決定をユーザーのニーズに合わせて変更
する。

•	 いかなる目的であれ、修正あり、または修正なしでシステムを共有する。
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コンテクスト
高い関与と財政的コミットメント

以下では、調査サンプルの最大の特徴を示します。さまざまなデータと数値から、
サンプルは生成 AI に大きく関与している企業で構成されていることがわかりま
す。図 1 に見られるように、調査参加者の 88％が生成 AI は自社の将来にとっ
て重要であると回答しています。このデータは、生成 AI の戦略的重要性を証明
しています。図 2 は、調査対象企業が生成 AI テクノロジーに高い関与 (80%)
を示し、生成 AI 戦略に多額の投資 (60%) を行うことを示しています。この投
資分布は、エンドユーザーとベンダーの両方の組織でほぼ同じであり、サンプ
ルのすべての組織が多額の投資を見込んでいることを示唆しています。この多
額の投資は大きな取り組みを反映しており、これらの企業内のいくつかのプロ
ジェクトやインフラ変更に大きな影響を与えることを示しています。

図	1	

企業の将来計画における	
生成 AI の重要性
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q11, サンプルサイズ = 280

あなたの勤務先企業の将来にとって、生成 AI はどの程度重要です
か？（1 つ選択してください）

極めて重要 ある程度重要 少し重要

どちらでもない 重要ではない
知らない、またはよくわからない

21% 42% 1%9%3%25%

非常に関与している
（生成AIは当社の重要な業務に不可欠である）

とても関与している
（生成AIを一部の生産現場で使用している）

関与している（特定の分野で生成AIが
どのように価値を付加できるかを実験している）

やや関与している
（生成AIの調査または評価）

私の組織では、生成AIツールを
すべて評価し、使用を禁止している

まったく関与していない

知らない、またはよくわからない

31%

49%

14%

5%

1%

0%

0%

大半を占める：
ほぼ全面的に生成AI戦略に注力

大きな割合を占める：大きなコミットメント
（複数のプロジェクトやインフラの変更を含む）

中程度の割合を占める：IT予算に占める割合は
大きいが、大部分ではない

ごく一部：パイロット プロジェクトや
特定のイニシアティブのために

投資はしない

知らない、またはよくわからない

9%

51%

29%

8%

2%

0%

図 2	

調査対象企業における生成 AI 技術への	
高い関与と多額の投資
貴社は生成 AI にどの程度関わっていますか？（1 つ選択してください） 
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q2, サンプルサイズ = 284

貴社では、今後 12カ月間に生成 AI 戦略にいくら投資する予定ですか？	
IT予算全体に占める割合でお答えください。（1 つ選択してください）

2023 年 生成 AI に関する調査 , Q16, サンプルサイズ = 249	
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多様なアプリケーション分野と利用戦略
生成 AI は、図 3 に示すように、特に製品開発と機能強化において業務に大き
な影響を与えます。主な分野には、ソフトウェア品質保証（35％）、ソフトウェ
アテスト（34％）、サイバーセキュリティ（31％）が含まれ、リスク軽減や製品・サー
ビスの品質確保における可能性を示しています。

さらに、ソフトウェア開発（29％）とドキュメンテーション（34％）は注目すべ
きアプリケーションであり、組織は生成 AI を使用してコード生成を自動化し、
アプリケーションやソースコードの的ドキュメントを作成しています。

図 3	

生成 AI の多様な応用分野
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q12, サンプルサイズ = 280

あなたの組織が生成 AI の開発または利用を期待している分野を特定してください。（該当するものをすべて選択してください）

品質保証：異常検知と緩和戦略 

ソフトウェア テスト：テストケースの作成、ユニットテスト、UX

ドキュメンテーション：コードやアプリケーションのためのドキュメント作成

サイバーセキュリティ：脆弱性分析、リスク軽減、攻撃への適応

ソフトウェア開発：コード生成、コード支援、監査

マーケティング：販売用資料、画像生成、ブログ、記事

カスタマー サービス：チャットボット、サポート、レコメンデーション

ナレッジ マネジメント：チャット インターフェイスによる企業データやナレッジへのアクセス

言語：言語理解と翻訳

顧客センチメント：顧客満足度分析

パーソナル アシスタント：タスクの管理、アポイントメントのスケジュール、レコメンデーションの作成

教育とトレーニング：アダプティブ ラーニング、ダイナミック コンテンツ

リサーチ：市場、科学、分析

ファイナンス: 意思決定、投資の最適化、予測

ロジスティクス：最適ルート、経済学、工学

ヘルスケア：診断補助、創薬、個人医療

災害対応：予測、分析、緩和

その他（具体的にご記入ください）

知らない、またはよくわからない

35%

34%

34%

31%

29%

23%

20%

20%

19%

14%

14%

13%

11%

11%

9%

6%

2%

1%
0%
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私たちの調査では、図4に示すように、企業が生成AIをどのように利用する予定
かを調査することで、生成AI活用における企業のステージを評価しました。私た
ちは、2つの次元で最も進んだ生成AIの利用によって企業をグループ分けしまし
た。行の合計から、サンプルの組織が生成AIを使用して内部プロセスを強化する
だけでなく、製品やサービスに生成AIを組み込む（29％）、または新しい生成AI
ベースの製品やソリューションを作成する（55％）を目指していることを明らかに
なりました。カスタマイズのレベルに関しては、多くの組織が生成AIの基盤モデ
ルをカスタマイズし強化することを計画していることがわかります（57％）。ま
た、かなりの数が社内で生成AI技術を開発する予定です（30％）。社内でソリュ
ーションを開発することは、必ずしもLLMやその他の大規模な基礎モデルをゼロ

から構築することを意味するわけではありません。高価で希少なリソースを必要
とし、特定のユースケースをうまく使うことができない可能性があるからです。企
業には、データ サイエンスの専門知識を活用して、自社のデータセットから小規
模でドメイン固有の生成AIモデルを構築する機会もあります。カスタマイズと社
内ソリューションの開発の両方は、おそらくオープンソース コミュニティに依存す
ることになるでしょう。オープンソース コミュニティは、計算コストを抑えた微調
整アプローチであるLongLoRAのような技術で、生成AIのカスタマイズの課題に
対する解決策を生み出してきました。

図 4	

大半の企業は、生成 AIテクノロジーを自社のニーズに	
合わせてカスタマイズすることを意図している
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q10 and Q14, サンプルサイズ = 245, セルの合計は 100% 

貴社では生成 AI をどのように使用していますか、またはどのように使用する予定ですか？（該当するものをすべて選択してください）

既成の生成AIテクノロジーを
ほとんどカスタマイズせずに使用

生成AIテクノロジーを使い、
ニーズに合わせて
幅広くカスタマイズ

自社独自の生成AI
テクノロジーを開発

4% 7% 5%

6% 18% 6%

3% 33% 19%

行　合計

16%

29%

55%

13% 57% 30%

社内のプロセス、
ワークフロー、タスクなどを

強化するために
生成AIを使用する

提供する製品やサービスに
生成AIを組み込む

生成AIをベースにして
新商品や新サービスを創出する

列　合計
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生成 AI のオープン性

1 Andreas Liesenfeld, Alianda Lopez, and Mark Dingemanse. 2023. Opening up ChatGPT: Tracking openness, transparency, and accountability in instruction-tuned text 
generators. In Proceedings of the 5th International Conference on Conversational User Interfaces (CUI ‘23). Association for Computing Machinery, New York, NY, USA, 
Article 47, 1–6. https://doi.org/10.1145/3571884.3604316

オープンソース ソフトウェアは、ソフトウェアがオープンに開発されることを保
証することで、大きな利益をもたらします。この属性は、ソフトウェアの学習、
使用、共有、改善に対する障壁を取り除きます。これはまた、より自律性、透
明性、およびコラボレーションをもたらす可能性があり、生成 AI に適用された
場合、ユーザーは信頼性と透明性の高い AI システムを開発する自由を確保する
ことができます。次のセクションでは、調査の生成 AI のオープン性に関する質
問の結果を掘り下げます。

現在利用可能な様々な生成 AI モデルによって、オープン性のレベルは大きく異
なる可能性がありますが、基礎となるコード、データ、モデル、ドキュメントへ
の可用性とアクセスはまれであるため、それらのほとんどはオープンソースの称

号を得ることはないでしょう。1 しかし、生成 AI のエコシステムはモデルに限定
されず、ベクトルやグラフ データベースからエージェント フレームワークまでの
アプリケーションを含みます。例を挙げると、企業はクローズド モデルの上にオー
プンソースのアプリケーション開発フレームワーク（例えば、LangChain）を 

図 5	

既存の生成 AIシステムのオープン性に対する懸念、	
特に自社ソリューションをカスタマイズまたは開発する企業における懸念
2023 年 生成 AI に関する調査 ,Q14 by Q13, サンプルサイズ = 247

貴社は生成 AI 技術をどのように利用していますか、またはどのように利用する予定ですか。（該当するものをすべて選択してください） segmented by	
あなたの組織は、開発または使用している生成 AIシステムのオープン性にどの程度関心がありますか？（1 つ選択してください）

自社独自の生成
テクノロジーを開発

生成AIテクノロジーを使い、
ニーズに合わせて
幅広くカスタマイズ

既成の生成AIテクノロジーを
ほとんどカスタマイズせずに使用

非常に関心がある ある程度関心がある 多少関心がある どちらともいえない 関心がない

20%

17%

16%

51% 16% 8% 5%

6% 6%

10% 29%

27%

13%

45%

32%
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活用し、アプリケーションを統合し、オフィス システムをバックアップし、新し
いプラットフォームでイノベーションを起こす機会があります。したがって、オー
プン性は生成 AI の広い範囲にわたって活用することができます。オープンなア
プローチは、私たちの調査回答者が使用している、または開発している生成 AI
技術のオープン性についての懸念によって確認されたように不可欠です。

図 5 は、組織が生成 AI テクノロジーを採用しようとする 3 つの方法（自社開発、
あなたのニーズに合わせたカスタマイズ、ほとんどカスタマイズせずに使用）に
おいて、生成 AI のオープン性に対する懸念が組織の関与レベルと相関している
ことを示しています。図 5 では、71% の組織が、これから開発する生成 AI のオー
プン性について、中程度または非常に懸念しています。これは、今日のオープン
性には大きなばらつきがあり、市場が成熟するにつれて業界が否定するようなア
プローチに賭けるリスクがあるためと考えられます。あなたのニーズに合うよう
に生成 AI システムをカスタマイズしようとする組織にも同様の状況が存在し、
62% の組織がオープン性の必要性を中程度または非常に懸念しています。これ
とは対照的に、カスタマイズをほとんど行わずに使用される既製の AI テクノロ
ジーのオープン性について、中程度または非常に懸念している組織は 48% に過
ぎません。おそらくこれは、あなたの組織はその選択プロセスにおいてすでに
デューデリジェンスを行っており、ベンダー / サプライヤーもまた、製品やサー
ビスの品質と信頼性に対して最終的な責任を負っているためだと考えられます。

生成 AI のオープン性についての懸念は、オープンソースとプロプライエタリな
生成 AI テクノロジーの間の組織の好みに反映されます。図 6 は、組織の 41％
がオープンソースの生成 AI テクノロジーに傾いているのに対し、プロプライエ
タリなものを好むのは 9％であることを示しています。22% の組織は両方のタ
イプのソリューションを使用する傾向があり、28% は無関心です、 テクノロジー
の選択は、最終的にはこれらの嗜好を超えた要因に影響されることを示してい
ます。

図 6	

一般的に、オープンソースの生成 AI	
テクノロジーは、プロプライエタリな	
ソリューションよりも好まれると、	
調査回答者は述べている
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q17, サンプルサイズ = 249

	
あなたの組織は生成 AI について、プロプライエタリとオープンソース
のどちらの配布モデルを好みますか？（1 つ選択してください）

41%

22%

9%

28%

私たちは、プロプラ
イエタリとオープン
ソースの両方の生
成テクノロジーを使
用する、または使用

している

プロプライエタリの
生成AIテクノロジー

を好む

好みはない。
どちらのタイプの
生成AIテクノロジー
も重要である

オープンソースの
生成AIテクノロジー

を好む
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オープンソース ソフトウェアの定義がソースコードを中心に展開するのに対し 2、

オープンソース AI システムの定義は、生成 AI スタックを構成する様々なレイヤー
を考慮する必要があります。私たちの調査では、アプリケーション層、モデル層、
インフラ層の 3 つの主要な層を概説しました。図 7 は、回答者がオープン デー
タセットを最も評価していることを示しています（47％）。生成 AI のためのオー
プン データセットは、イノベーションを加速し、コラボレーションを促進し、デー
タの可用性を通じてバイアスを軽減することができます。調査回答者はさらに、

2  Open Source Initiative: The Open Source Definition, available at 
https://opensource.org/osd/

図 7	

生成 AIスタックの3つの主要レイヤーにおいて、モデルレイヤーのオープンデータセットは、	
最も好まれるオープンソーステクノロジー
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q22, サンプルサイズ = 249

生成 AI スタックは一般的に、アプリケーション層、モデル層、インフラストラクチャ層の 3 つの主要レイヤーに分けられます。これらのレイヤーのうち、オープンソース技術に
基づくべきコンポーネントはどれだと思いますか？（該当するものをすべて選択してください）

アプリケーション層：デプロイメント

アプリケーション層：フレームワーク

アプリケーション層：AIアプリケーション

モデル層：トレーニング、テスト、推論、分析のためのソフトウェア

モデル層：モデルのトレーニングと
検証のための生データやキュレーションされたデータセット

インフラストラクチャ層：パフォーマンスの測定と監視

インフラストラクチャ層：ホスティング

知らない、またはよくわからない

50

15%

30%

44%

37%

47%

36%

11%

2%

オープンソース テクノロジーが生成 AI モデルに基づくアプリケーション（44％）、
トレーニングとテストのためのソフトウェア（37％）、インフラストラクチャ層に
おけるパフォーマンスの測定と監視のためのツール（36％）を改善できると述べ
ています。生成 AI システムを分解し、そのオープン性を評価する方法は他にも
あります： 研究者は、様々な LLM のオープントラッカー を開発しました。
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セキュリティと信頼
セキュリティは生成 AI 導入の大きな障壁

図 8 に見られるように、セキュリティ（49％）が生成 AI を採用する上で最も大
きな障害となっています。生成 AI に関するセキュリティ上の懸念の例としては、
プライバシー、信頼、意図しない結果、データ侵害、悪用などが挙げられます。
生成 AI システムは、設計上、学習し最適に動作させるために膨大な量のデータ
を取り込みます。このデータには、機密情報、安全でない情報、不正確な情報、
または偏った情報が含まれている可能性があります。

また、モデルやインフラストラクチャの他の部分が、トレーニング、テスト、ま

たは検証プロセス中に導入された情報を不注意に開示しないようにするという
課題もあり、機密情報の漏洩につながる可能性があります。生成 AI テクノロジー
のセキュリティを確保することは、技術的な必要性だけでなく、信頼と規制遵
守を維持するために極めて重要です。このことは、脆弱性を不明瞭にする可能
性のあるこれらのブラックボックスモデルの複雑さによってさらに複雑になり、
組織が潜在的なセキュリティリスクを完全に理解し、軽減することを困難にし
ています。回答者の一人は、生成 AI の課題に関する自由形式の質問で次のよ
うに答えています。” 生成 AI は、消費者データを保護し、プライバシー規制の
遵守を保証するために、より効果的にセキュリティ対策を講じる必要があるた
め、データ セキュリティの懸念は、当社における最大の問題です。”

図 8	

企業が生成 AI 関連プロジェクトを開始しない主な理由は、セキュリティ上の懸念
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q15, サンプルサイズ = 249

貴社が今後 1年間に生成 AI 関連のプロジェクトを展開または開始する予定がないとしたら、そのおもな理由は何ですか？（該当するものをすべて選択してください）

セキュリティ

コスト

技術の成熟度

社内にAIの専門家がいない 

説得力のある
ビジネスケースがない

該当なし

その他
（具体的にご記入ください）

知らない、またはよくわからない

49%

33%

31%

17%

14%

12%

0%

2%
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セキュリティを考慮した独自の優先順位を示す 
証拠は見つからなかった

図 8 を議論する際に言及されたセキュリティ上の懸念に対処することは極めて
重要ですが、プロプライエタリなソリューションがこれらの問題を効果的に解決
することは保証されていません。私たちは、アンケート回答者に、4 つの個別
のセキュリティ懸念について、オープンソースとプロプライエタリな生成 AI ソ
リューションのどちらを好むかを検討してもらいました。

図 9 は、生成 AI テクノロジーにおけるセキュリティ、プライバシー、および規制
コンプライアンスという重要な検討事項に関しては、企業の間でオープンソース
の選択肢よりもプロプライエタリなソリューションを好む傾向が強いという実質
的な証拠はないことを明らかにしています。図 9 は、回答者がプロプライエタリ
よりもオープンソースを好む傾向にあることを示していますが、調査の誤差範囲
では、2 つの選択肢の間に大きな差は見られません。この結果は、プロプライ
エタリのソリューションの方が規制に準拠しており、生成 AI 開発にとって安全で
あると主張する論拠に疑問を投げかけるものです。

図 9	

セキュリティ問題を考慮した場合、企業がオープン
ソースのソリューションよりもプロプライエタリな生
成 AIテクノロジーを好むという証拠は見つからな
かった
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q18 and Q19, サンプルサイズ = 249

以下の各項目について、どのタイプの生成 AIソリューションを選びますか？	（1 行につき 1 つ
選択してください）

オープンソース 同じ プロプライエタリ

46%

33%

21%

42%

37%

22%

42%

34%

24%

プライバシー セキュリティ 信頼できるデータやモデル 規制の遵守

39% 38%

23%
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透明性とアクセシビリティ
オープンソースの生成 AI がデータ管理と透明性を向上

生成 AI モデルのオープン性は、一般市民や学者が AI モデルを精査する機会を
提供します。生成 AI モデルがどのように意思決定を行うかについての理解や透
明性の欠如は、自分のデータがどのように使用されているかを知る個人の権利
を妨げます。説明責任を果たすための適切なメカニズムがなければ、プライバ
シーが一貫して守られることを保証するのは困難です。あるアンケートの回答者
は、透明性に関する自由形式の質問に対して、“私たちの会社は、AI テクノロジー
の使用について透明性を保ち、AI システムがどのように意思決定を行うかにつ
いて明確な説明を提供することによって、顧客との信頼関係を構築することを

優先しなければなりません（中略）一部の顧客は、AI システムとの対話をため
らい、人間との対話を好むかもしれません” と回答しています。図 10 に見られ
るように、69% もの企業が、オープンソースの生成 AI テクノロジーを利用する
ことで、あなたの組織のデータ管理と透明性が向上すると考えています。

図 10	

オープンソース生成 AIテクノロジーによるデータ管理と透明性の向上に関する合意

2023 年 生成 AI に関する調査 , Q21, サンプルサイズ = 249
使用している生成 AI の技術がオープンソースになった場合、	

あなたの組織のデータ管理や透明性はどの程度変わると思いますか？（1 つ選択してください）

33%

14%

22%

6%
8%

10%

1%2% 2%

大幅に増える ある程度増える わずかに増える 変わらない わずかに減る ある程度減る 大幅に減る 私の組織には
当てはまらない

知らない、または
よくわからない
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オープンソース 同じ プロプライエタリ

42%

36%

21%

42%

35%

23%

42%

37%

21%

広範な採用 多様なデータや
モデルへのアクセス 

透明性と再現性 コストと予算

41%

32%

27%

生成 AI のアクセシビリティと再現性のための 
ソリューションとしてのオープンソースの評価

図 11 は、生成 AI の採用に関連する 4 つの考慮事項に対する好みを示していま
す。オープンソース モデルは、生成 AI の普及に有利であると考えられています。
その理由は、アクセスしやすいことと、共同作業の機会が提供され、幅広いユー
ザー層への迅速な普及と反復が可能になるからです。

多様なデータやモデルへのアクセスについては、プロプライエタリなものが
35% であったのに対し、オープンソースが 42% であったことから、オープンソー
スはデータやモデリングの選択肢の豊富さにつながることが示唆されます。これ
は、データセットの多様性により、より堅牢で偏りの少ない AI システムを実現
できる AI 開発において非常に重要です。

42% が透明性と再現性のためにオープンソースを好むという結果は、AI コミュ
ニティにおいてオープン性が重視されていることを強調しています。透明性は信
頼を築き、AI システムの独立した検証を可能にする鍵であり、再現性は科学の
進歩と結果の検証に不可欠です。

コストと予算の観点から、プロプライエタリ (32%) よりもオープンソース (41%) 
が好まれることは、オープンソースのソリューションがよりコスト効率に優れて
いると認識されていることを示しています。これは、特に予算の制約が要因と
なっている場合に、組織が AI テクノロジーへの投資の効率を最大化しようとし
ている状況において、特に関連性があります。

図 11	

オープンソースを生成 AI の採用、アクセシビリティ、	
再現性のためのソリューションとして評価
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q18 and Q19, サンプルサイズ = 249

以下の各項目について、どのタイプの生成 AIソリューションを選びますか？	
（1 行につき 1 つ選択してください）

152023年 オープンソースの生成 AI に関する調査レポート



中立的なガバナンスと責任ある 
イノベーション
生成 AI テクノロジーには中立的なガバナンス  
アプローチが重要

生成 AI テクノロジーにとって透明性とアクセシビリティが重要であるのと同様
に、オープンソースは生成 AI から関連付けられるリスクを軽減するのに十分で
はないかもしれません。図 12 は、中立的なガバナンスアプローチが調査回答
者にとって重要であることを示しており、88% が生成 AI テクノロジーを開発す
る際に非常に重要または非常に重要であると回答しています。中立的なガバナ
ンスは、真のオープンソース モデルのもう一つの側面であり、さまざまな方法
で生成 AI テクノロジーに利益をもたらします。中立的なガバナンスは、イノベー
ションが一部の企業だけに左右されないようにするために重要です。さらに、
中立的なガバナンスは、テクノロジーの悪用を防ぐための倫理的なスタンダー
ドやガイドラインの設定にも役立ちます。中立的なガバナンスは、我々の調査
で調査された様々な考慮事項と結びついています。

図 13 では、コラボレーションとコミュニティへの参加（43%）、長期的な持続
可能性（42%）、責任ある AI と倫理的配慮（40%）の各分野で、オープンソー
ス ソリューションへの傾倒を示しています。このようなガバナンスは、プロプラ
イエタリなシステムの利益に縛られないため、開発プロセスにおける多様性と
包括性を促進する公平なフレームワークを提供します。中立的なガバナンスは、
イノベーションと反復が迅速であるだけでなく、倫理的に整合し、長期にわたっ
て持続可能であることを保証し、テクノロジーをよりアクセスしやすくし、生成
AI 分野でより公平な成果をもたらす可能性があります。

図 13	

中立的なガバナンスの下、オープンソースの生成 AI
テクノロジーは、責任あるイノベーションを実現す
る可能性を秘めている
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q18 and Q19, サンプルサイズ = 249

以下の各項目について、どのタイプの生成 AIソリューションを選びますか？（1 行につき 1 つ
選択してください）

コラボレーションや
コミュニティへの参加

統合のしやすさ 長期的な
サステナビリティ

責任あるAIと
倫理的配慮

オープンソース 同じ プロプライエタリ

迅速な反復と革新

43%
37%

20%

43%

33%

24%

42% 40% 39%

22%

39% 36%

25%26%
32%

図 12

生成 AI	テクノロジーの開発に注力している企業は、中立
的なガバナンス	アプローチの採用が重要であると考えて
いる
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q24, サンプルサイズ = 72

生成 AIテクノロジーを開発する上で、中立的なガバナンスのオープンソース	アプローチを持
つことはどの程度重要ですか？	（1 つ選択してください）

46% 42% 7% 3%

極めて重要 とても重要 重要 少し重要

まったく重要でない 知らない、またはよくわからない

162023年 オープンソースの生成 AI に関する調査レポート



パフォーマンスとビジネス ニーズ
精度と拡張性は、オープンソースとプロプライエタリな生成 AI の同レベルと判断

生成 AI の有効性は、多くの場合、精度やスピードなどのパフォーマンス指標に
基づいて企業によって評価されます。図 14 は、主要なビジネスニーズに関連して、
オープンソースとプロプライエタリの生成 AI テクノロジーの比較嗜好をハイライ
トしたものです。このデータから明らかなように、オープンソースとプロプライ
エタリなソリューションの好みは、さまざまな技術的な検討事項にわたって密
接に一致しています。例えば、オープンソースとプロプライエタリのソリューショ
ンは、その精度の点でほぼ同じように好まれており、プロプライエタリが
36%、オープンソースが 35% となっています。同様のパターンは、サポートと

メンテナンス、パフォーマンス / スケーラビリティなどの他のカテゴリーでも観
察されます。ユーザー エクスペリエンスに関しては、プロプライエタリなソリュー
ション（41%）とオープンソースのソリューション（38%）を好む回答者がわず
かに多くなっています。このように好みがバランスよく分散していることから、
重要な技術的ニーズを満たす上で、オープンソースのソリューションがプロプラ
イエタリなものとほぼ同等に有利であると考えられている競争環境があること
がわかります。

図 14	

スケーラビリティや正確さといったビジネス	ニーズに関して、オープンソースの生成 AI
テクノロジーとプロプライエタリなソリューションが同程度に支持されている
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q18 and Q19, サンプルサイズ = 249

以下の各項目について、どのタイプの生成 AI	ソリューションを選びますか？	（1 行につき 1 つの回答）

ビジネス ニーズに
合致する能力

ユーザー
エクスペリエンス

サポートとメンテナンス パフォーマンス / 
スケーラビリティ

オープンソース 同じ プロプライエタリ

精度

41%

33%

26%

38%
41%

21%

39% 37% 36%

27%

35% 36%

28%

20%

41%
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結論
企業が懸念する生成 AI テクノロジーの 
オープン性

この調査では、生成 AI システムのオープン性に関する回答者の強い懸念が明ら
かになりました。回答者の約 3 分の 2 がこの点を非常に懸念しているか、中程
度に懸念しており、テクノロジー展開における透明性と管理の重要性を反映して
います。回答者の 69% によると、オープンソースの生成 AI は、倫理的で責任
ある AI 開発にとって重要なデータ管理と透明性の向上につながると回答してい
ます。

調査の回答者は、一般的にオープンソースの 
方向に傾いている
私たちの調査結果は、生成 AI に対する組織の現在の態度や 好みについて説得
力のある洞察を提供し、特にオープンソース ソリューションへの顕著な傾向を
ハイライトしています。この発見は、透明性、再現性、多様なデータやモデル
へのアクセス、統合の容易さなど、オープンソース技術に関連する利点の認識
をハイライトしたものです。どのようなテクノロジー導入においても重要な懸念
事項であるセキュリティは、オープンソースの生成 AI 採用の抑止力にはなって
いないようです。実際、ほとんどの回答者は、プロプライエタリなソリューショ
ンがオープンなソリューションよりもセキュリティに適しているとは考えていませ
ん。

中立的なガバナンス アプローチが 
生成 AI 開発の鍵
生成 AI における中立的なガバナンスの重要性は、アンケートの回答者の 95％
が支持しています。このガバナンスの枠組みは、コミュニティの参加と協力を通
じて、より倫理的で公平な生成 AI 技術の発展を保証します。中立的なガバナン
スは、生成 AI の責任ある成長を促進するだけでなく、その恩恵が広く行き渡り、
社会的価値と一致することを保証するためにも極めて重要です。このアプロー
チは、生成 AI の進歩の完全性と持続可能性を維持し、コミュニティと利害関
係者の両方に役立つことを保証するために不可欠です。
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この調査について
2023 年 9 月から 10 月にかけて、LF AI & Data と Linux Foundation Research
は、生成 AI に関連するさまざまな質問について、組織の個人を対象にオンライ
ン調査を実施しました。この調査は、LF のソーシャル メディアや LF のイベント
で宣伝されました。また、より多様なサンプルを作成するために、サードパーティ
のパネル プロバイダーから適格な回答者を集めました。

調査方法
284 名の有効な調査票を入手し、249 名の回答者がすべての質問に回答しまし
た。サンプル数 249 の誤差は、90% 信頼水準で 5.2% です。このサンプル数は、
さまざまなスクリーニングおよびフィルタリング基準を満たした回答者を反映し
ています。主なスクリーニング基準には、雇用状況（学生、無職、または退職
している回答者は失格）、組織の生成 AI 採用への精通度（まったく知らない、
少し知っている、「知らない、わからない」と回答した回答者も失格）が含まれ
ていました。

四捨五入の関係上、本レポートのパーセンテージの合計が 100% にならない場
合があります。

人口統計
図 15 と図 16 は、調査サンプルの人口統計です。

図 15 の左側のパネルでは、回答者の 42％が生成 AI を「熟知している」で、
44％が「かなり知識がある」です。「ある程度理解している」、「まったく理解し
ていない」、「知らない、またはよくわからない」という回答者が少ないのは意
図的なものです。というのも、この質問は、回答者が信頼できる視点と洞察を
提供できるよう、私たちのスクリーニング プロセスの一部だったからです。回
答者の 86％が生成 AI を「熟知している」または「かなり知識がある」と回答し
ていることから、このような高いレベルの専門知識が、本調査で提供される品
質と洞察力を向上させると考えています。図 15 の中央のパネルは、回答者が業
種間でうまく分散していることを示しており、57％がエンドユーザー組織（IT を
使用、あるいは組み込んでいるが、主に IT 以外の業界に焦点を当てた製品やサー
ビスを提供している企業）に勤務し、39％が IT ベンダーやサービスプロバイダー
に勤務しています。図 15 の右側のパネルでは、回答者が AI または ML エンジ

図 15	

選択された人口統計データ
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q1, Q3 and Q4, サンプルサイズ = 284

あなたの組織におけるジェネレーティブAI（生成 AI）の導入について、どの程度ご存じですか？（1
つ選択してください）

あなたの職業上の役割について、最も適切なものはどれですか？（1 つ選択してください）

あなたの勤務先企業について、最もあてはまるものをお答えください。 （1 つ選択してください）

私はIT業界外でおもに製品や
サービスを提供する会社で働いている。
私は情報技術（IT）業界で働いている。

その他

57%

39%

4%

熟知している

かなり知識がある

知識がある

ある程度理解している

まったく理解していない

知らない、またはよくわからない

42%

44%

14%

0%

0%

0%

AIまたはMLエンジニア 

シニア / エグゼクティブ マネジメント（非IT）

IT系幹部職（VP、CIO、CISO、CTOなど）

データ サイエンティスト

プロダクト マネージャー

マーケティング / コミュニケーション

デベロッパー / ソフトウェア エンジニア

その他

31%

20%

17%

13%

6%

6%

4%

3%
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ニア（31%）、非 IT シニア / エグゼクティブ マネージャー（20%）、IT マネージャー
（17%）、データ サイエンティスト（13%）など、さまざまな役割に分散している

ことが示されています。

図 16 は、この人口統計データの続きです。図 16 の左側のパネルは、地域別の
分布を示しています。地域別に層別化する努力はしておらず、その結果、ほとん
どの回答が米国またはカナダからのものです（92%）。図 16 の中央のパネルは、
回答組織の従業員規模別分布を示しています。回答者は、1 ～ 999 人（29％）、
1,000 ～ 9,000 人（47％）、10,000 人以上（24％）の 3 つのグループに適度に
分散しています。図 16 の右側のパネルでは、ほとんどの組織がオープンソース 
ソフトウェアに依存しており、53% が「非常に依存している」、35% が「非常に
依存している」と回答しています。

Data.World アクセス
LF Research では、実証プロジェクトの各データセットを Data.World で公開し
ています。このデータセットには、調査票、生の調査データ、スクリーニングと
フィルタリングの基準、調査の各質問の度数表が含まれています。このプロジェ
クトを含む LF リサーチのデータセットは、 data.world/thelinuxfoundation
で見ることができます。

図 16	

人口統計データ
2023 年 生成 AI に関する調査 , Q5, Q6 and Q7, サンプルサイズ = 284

貴社の本社はどの地域にありますか？ （1 つ選択してください）

貴社はオープンソースソフトウェア（OSS）にどの程度依存していますか？ （1 つ選択してください）

貴社の総従業員数をお答えください。（1 つ選択してください）

米国またはカナダ

ヨーロッパ

その他

92%

5%

3%

� ～ ���

�,��� ～ �,���

��,��� 以上

29%

47%

24%

OSSへの依存度が極めて高い

非常にOSSに依存している

ある程度OSSに依存している

ややOSSに依存している

OSSにまったく依存していない

知らない、またはよくわからない

35%

53%

7%

4%

1%

0%
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